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アントニン・ドヴォルザーク（1841–1904）の《ピアノ五重奏曲 第 2 番 イ長調》は、1887 年に完成し

た室内楽の代表作であり、19 世紀後半のヨーロッパ音楽における民族的要素と古典的伝統の融合を示す

代表的な作品です。 

ドヴォルザークは 1862 年にすでに同じ調性のピアノ五重奏曲（作品 5）を作曲していましたが、その出

来栄えに満足できず、20 年以上後に改訂を試みました。しかし作曲の過程で新しい着想に導かれ、最終

的には独立した新作として結実します。この経緯は、若き日の試行錯誤から円熟期に至る彼の音楽的成

長を象徴的に示しています。 

 

この作品を語る上で欠かせないのが、同時代の巨匠ヨハネス・ブラームスとの関係です。 

ブラームスは早くからドヴォルザークの才能を高く評価し著名な出版社に推薦するなど、そのキャリア

形成において決定的な役割を果たしました。ブラームスの室内楽に見られる厳格な構成感、モチーフの

緻密な展開、重厚で均整の取れた様式は、ドヴォルザークにとって一つの理想的規範でありました。《ピ

アノ五重奏曲 第 2 番》においても、そのようなブラームスの影響を読み取ることができます。 

 

しかし、ドヴォルザークは単なる追随者ではなく、ブラームス的な普遍性を自身の民族的語法と融合さ

せることにより独自の芸術世界を切り開きました。 

特に注目すべきは、チェコおよび周辺地域の民俗音楽の旋律やリズムを作品に自然に織り込む手法です。

第 2 楽章に登場する「ドゥムカ」は東欧に広く伝わる憂愁を帯びた舞曲形式であり、第 3 楽章の「フリ

アント」は典型的なボヘミア舞曲です。これらは単なる民俗的挿話にとどまらず、作品全体の構造や表

現の核となっており、結果としてブラームス的な形式美と民族的情緒が高い次元で融合されています。 

 

この点において《ピアノ五重奏曲 第 2 番》は、ドヴォルザークがブラームスの精神を受け継ぎながらも、

それを自らのアイデンティティの中で昇華させた象徴的作品といえるでしょう。民族的素材と普遍的な

音楽形式が調和し、同時代のヨーロッパ聴衆を魅了したこの作品は、今日に至るまで室内楽の傑作とし

て広く親しまれています。 

 

第 1 楽章 アレグロ・マ・ノン・タンント 

叙情的な第 1 主題と力強い第 2 主題が対比され、緻密な展開が繰り広げられる。ブラームスを思わせる

構成美と、ドヴォルザークならではの旋律美が共存します。 

 

第 2 楽章 ドゥムカ：アンダンテ・コン・モート 

ウクライナ民俗起源の「ドゥムカ」に基づき、沈んだ表情と明るい舞曲風の部分が交互に現れる。憂愁

と喜びが交錯する独特の表情は、聴衆に強い印象を残します。 

 

第 3 楽章 スケルツォ（フリアント）：モルト・ヴィヴァーチェ 

チェコ舞曲「フリアント」のリズムを取り入れた躍動感あふれる楽章。民族舞曲の生命力がそのままク

ラシック音楽の形式に融合されていきます。 

 

第 4 楽章 フィナーレ：アレグロ 

活気ある主題をもとに変奏と展開が繰り広げられ、力強く堂々とした結末を迎える。民族的な要素と伝

統的なソナタ形式の融合が頂点に達します。 
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